
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

※

配
分
金
の
支
払
い
日
は
、
休
祭

日
・
大
型
連
休
、
年
末
年
始
等
で

変
わ
り
ま
す
。

　
必
ず
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
12
月
18
日
　

　
岸
水
　
隆
雄
　
さ
ん
（
波
田
東
部
）

令
和
４
年
１
月
３
日
　

　
池
上
　
肇
　
　
さ
ん
（
芳
川
）

令
和
４
年
２
月
７
日
　

　
飯
田
　
建
彦
　
さ
ん
（
白
板
）

令
和
４
年
４
月
27
日
　

　
大
丸
　
勝
弘
　
さ
ん
（
庄
内
）

令
和
４
年
５
月
26
日
　

　
草
間
　
敏
雄
　
さ
ん
（
波
田
西
）

令
和
４
年
６
月
８
日
　

　
宮
本
　
敬
夫
　
さ
ん
（
梓
川
倭
）

■
一
斉
奉
仕
活
動

　
　
８
月
下
旬
〜
10
月
中
旬（
各
地
区
）

■
第
15
回
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り

　
　
３
年
ぶ
り
の
開
催
に
向
け
調
整
中

　
　（
時
期
等
は
未
定
で
す
）

■
地
区
懇
談
会

　
　
11
月
下
旬
〜
12
月（
各
地
区
）

■
合
同
地
区
懇
談
会

　
　
１
月
下
旬（
セ
ン
タ
ー
事
務
所
）

（
あ
く
ま
で
も
予
定
で
あ
り
、今
後
の
状

況
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
）

今
後
の
予
定

会
費
納
入
を
コ
ン
ビ
ニ
払
い
で

●配分金支払日●

７月15日（金）
８月15日（月）
９月15日（木）
10月17日（月）
11月15日（火）
12月15日（木）
１月16日（月）

６月分

７月分

８月分

９月分

10月分

11月分

12月分

　
本
来
私
達
は
言
語
に
よ
っ
て
、
社

会
生
活
を
営
ん
で
き
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
感
染
の
主
要
因
と
さ
れ
、

会
話
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
の
為
認

知
症
を
患
う
人
が
増
加
傾
向
に
な
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
歳
児
の
言
葉
を
覚
え
る

能
力
の
未
発
達
が
最
近
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
事
を
踏
ま
え
最
近
私

は
連
れ
合
い
と
の
会
話
を
で
き
る
だ

け
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
何

回
も
聞
い
た
と
冷
た
い
声
が
返
っ
て

く
る
の
も
構
わ
ず
に
。

　
更
に
、
可
能
な
限
り
会
合
に
参
加

し
た
り
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
将

来
の
自
分
の
為
と
信
じ
て
。
シ
ル
バ
ー

に
も
様
々
な
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す

の
で
参
加
す
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
法
を
お
持
ち
で

し
ょ
う
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
健
康
維

持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
　

（
会
報
編
集
委
員
会
　
多
田
井
）

連
絡
先
等
が
変
わ
っ
た
ら

　
　
　

 

事
務
局
へ
ご
連
絡
を

　
皆
さ
ん
の
配
分
金
も
し
く
は
賃
金
か

ら
控
除
で
き
な
か
っ
た
会
員
さ
ん
の
年

会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局
よ
り

コ
ン
ビ
ニ
払
い
の
納
付
書
を
送
付
い
た

し
ま
す
。
振
込
手
数
料
は
セ
ン
タ
ー
で

負
担
の
為
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
負
担

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
会
費
納
入
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
入
会
時
に
会
員
の
皆
さ
ん
よ
り
記

載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
本
人
の

連
絡
先
、
緊
急
連
絡
先
や
ご
住
所
な

ど
、
転
居
等
で
変
更
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
速
や
か
に
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
配
分
金
明
細

等
の
郵
送
物
の
遅
配
や
不
着
な
ど
の

防
止
、
ま
た
各
班
長
さ
ん
か
ら
の
配

布
物
の
お
届
け
を
円
滑
に
す
る
た
め
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　汗
を
か
く
と
体
内
の
水
分

や
塩
分
が
失
わ
れ
、
水
分
補

給
を
怠
る
と
脱
水
に
陥
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
暑
い
日
は

喉
が
渇
く
前
に

水
分
補
給
を
し

ま
し
ょ
う
。

　汗
を
か
く
と
体
内
の
水
分

や
塩
分
が
失
わ
れ
、
水
分
補

給
を
怠
る
と
脱
水
に
陥
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
暑
い
日
は

喉
が
渇
く
前
に

水
分
補
給
を
し

ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
注
意

熱
中
症
に
注
意

　安
全
就
業
に
は
健

康
な
体
と
良
い
体

調
、
健
全
な
精
神
が

必
要
で
す
。
健
康
診
断
を
受
け

て
い
る
方
も
、
普
段
か
ら
健
康

だ
、
ど
こ
も
悪
く
な
い
、
そ
ん

な
必
要
は
な
い
、
と
思
わ
れ
て

い
る
方
も
、
特
定
健
診
を
利
用

し
、
年
に
一
度
は
必
ず
健
康
診

断
を
受
け
て
、
健
康
の
維
持
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

３年ぶりに開催されたふれあい広場
　　　　待ちかねた会員さんたちで大変にぎわいました。

第115号
令和4年7月15日号

（公社）松本地域シルバー人材センター
会報編集委員会

松本市宮渕本村1番10号
TEL.39-6680 FAX.39-7788
URL：https://www.matumoto-sjc.jp/
E-mail：matumoto@sjc.ne.jp

広域シルバーまつもと令和4年7月15日
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保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
国
で
は
、
経
済
の
回
復
を
図
る
た
め
、

コ
ロ
ナ
と
向
き
合
っ
て
社
会
経
済
活
動

の
維
持
に
努
め
る
よ
う
に
し
て
お
り 

、

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
な
う
な

ど
の
動
き
も
あ
り
、
今
後
の
推
移
に
期

待
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
シ
ル
バ
ー
を
取
巻
く
問
題
は

こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
つ
は

会
員
の
高
齢
化
と
い
う
問
題
。
こ
れ
は
、

企
業
等
の
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
の
義

務
化
、
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き

上
げ
な
ど
が
大
き
な
原
因
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
来
年
度
か
ら
実
施
が
予

定
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
い
え
ば
、
消
費
税
相

当
額
６
千
万
〜
７
千
万
円
を
新
た
に
負

担
す
る
必
要
が
生
じ
る
と
予
想
さ
れ
、

非
常
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
を
取
巻
く
環
境
に
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
時

だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
高
齢
者
が
連
帯

し
て
共
に
働
き
、
助
け
合
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
す
原
点
に
立
ち
戻
り
、
シ
ル

バ
ー
の
魅
力
を
高
め
る
活
動
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
も
、
一
緒
に
な
っ
て

活
動
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

し
た
が
、
第
６
波
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が

ま
ん
延
す
る
等
、
一
昨
年
に
引
き
続
き

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
一
年
と
な

り
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
感
染
予

防
対
策
を
徹
底
し
、
交
流
や
地
域
で
の

活
動
を
推
進
す
る
方
針
で
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
シ
ル
バ
ー
ま

つ
り
や
、
ふ
れ
あ
い
広
場
を
始
め
各
種

事
業
や
講
習
会
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

　
４
年
度
は
社
会
・
経
済
活
動
の
回
復
の

兆
し
も
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
感
染
予

防
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
会
員
の
活

動
や
交
流
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
世
の
中
は
一
変
し
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
も
大
変
厳
し
い
状

況
で
、
事
業
実
績
は
２
年
連
続
し
て
前

年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

事
業
全
体
の
収
益
で
い
え
ば
黒
字
を
確

　
伊
藤
　
亮
二
　
　
小
林
　
益
人

　
武
井
　
勝
美
　
　
樋
口
　
　
浩

　
長
田
　
慶
喜
　
　
松
澤
　
幹
夫

　
降
旗
喜
三
久

　　
中
村
　
　
俊
　
　
宮
下
　
常
雄

　
西
村
　
幸
男
　
　
天
野
　
哲
男

　
須
沢
　
　
清
　
　
丸
山
　
　
勲

　
百
瀬
　
秀
雄
　
　
小
澤
　
裕
司

　
寺
澤
　
憲
一
　
　
滝
沢
　
志
郎

　
平
林
　
家
治
　
　
矢
島
　
清
江

　
小
林
　
眞
吾
　
　
齋
藤
　
　
篤

　
齋
藤
　
兵
一
　
　
赤
広
む
つ
江

　
吉
池
か
ず
子
　
　
青
木
　
忠
一

　
三
沢
　
和
彦
　
　
竹
内
　
　
清

　
平
林
　
保
次
　
　
白
井
　
喜
子

　
西
牧
　
公
江
　
　
輿
　
　
勝
登

　
降
旗
千
枝
子
　
　
塩
原
　
是
則

　
福
島
　
富
夫
　
　
宮
澤
　
守
雄

　
小
澤
　
恵
子
　
　
髙
山
　
光
幸

　
清
沢
　
光
人
　
　
望
月
　
皓
雄

　
中
田
登
美
子
　
　
義
道
　
　
忠

　
大
蔵
　
信
一
　
　
埴
澤
　
　
忠

　
太
田
　
和
夫
　
　
都
竹
　
良
治

　
丸
山
　
誠
一
　
　
迫
田
　
正
夫

　
西
牧
　
正
男
　
　
宮
澤
紀
久
子

　
小
澤
　
成
徳
　
　
柳
沢
　
　
恵

　
後
藤
　
信
夫
　
　
今
井
　
　
孝

　
大
月
　
恵
子
　
　
古
畑
　
明
利

　
奥
原
　
春
男
　
　
小
林
　
行
雄

　
浅
野
　
勝
子
　
　
永
田
　
　
晃

　
折
井
　
良
一

役
員
功
労
表
彰（
敬
称
略
）

令和３年度事業実績

　
５
月
30
日
（
月
）
令
和
４
年
度
定
時

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
未
だ
に

収
ま
ら
な
い
中
、
３
年
連
続
で
の
規
模

を
縮
小
し
て
の
開
催
、
来
年
こ
そ
は
多

く
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
集
う
こ
と
が
で

き
る
総
会
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
総
会
で
は
事
業
実
施
報
告
、
収
支
決
算

報
告
、
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
な
ど
、
議

案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

み
社
会
・
経
済
の
回
復
が
期
待
さ
れ
ま

１. 会員登録数
　　会員数　1,604 人
　　前年比▲８人
２. 就業実績
　◆契約金額　７億 8,880 万円
　　前年比▲255 万円　▲0.3%
　◆契約件数　5,082 件
　　前年比 +65 件　+1.3%
　◆就業延人員　162,568 人日
　　前年比▲631 人▲0.3%

令和３年度収支決算
●経常収益計
　　７億 9,153 万 2,834 円
●経常費用計
　　７億 9,001 万 2,008 円
●当期経常増減額
 152 万 826 円

受 
賞 

の 

喜 

び

受 
賞 

の 

喜 

び

　
会
員
と
し
て
十
数
年
間
、
多
種
多
様
の

就
業
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
都
度
、
新
し
い
知
識
を
習
得
し

な
が
ら
実
感
あ
る
人
生
の
〝
秋
〞
を
歩

い
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
会
員
業
績
功
労
表
彰
を
受
け

る
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
で
す
。

　
こ
れ
も
会
員
の
仲
間
の
皆
さ
ん
並
び

に
職
員
の
方
々
の
温
か
い
庇
護
の
た
ま

も
の
と
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
中
で
も
研
ぎ
や
と
し
て
刃
物
砥
ぎ
班

の
立
ち
上
げ
は
「
え
が
お
」
開
設
に
合

わ
せ
て
発
足
し
、
指
南
役
の
方
を
中
心

に
メ
ン
バ
ー
共
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
小
さ
な
労
働
で
も
、
お
客
さ
ん
に
喜

ば
れ
、
そ
こ
に
人
間
同
士
の
関
わ
り
合

い
が
生
ま
れ
、
自
分
が
他
人
の
役
に
立

っ
て
い
る
こ
と
で
、
責
任
と
や
り
が
い

を
覚
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
体
を
動
か

し
、
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。　

会
員
業
績
功
労
表
彰（
敬
称
略
）

表彰おめでとうございます

　
三
沢
　
和
彦
　
　
森
下
　
幸
子

　
上
條
　
　
温
　
　
髙
山
　
光
幸

　
小
林
　
益
人
　
　
百
瀬
　
正
美

会
員
ひ
と
り
一
会
員

　

 

募
集
活
動
功
労
表
彰（
敬
称
略
）

　定時総会の席上、役員として２期４年以上にわたり、センター事業
の運営にご尽力され退任された７名の方の役員功労表彰、就業実績
の他、奉仕活動、地区懇談会にも積極的に参加されるなど、会員とし
てセンター事業の発展に寄与し、その業績が顕著な方53名と、新規
会員を二人以上紹介いただき、会員増の取り組みに功績のあった方
６名の方々が表彰されました

会員業績
功労表彰

丸山　勲さん

青木理事長あいさつ

定時総会の様子

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復

　課
題
の
克
服
を
目
指
し
て

令
和
４
年
度
定
時
総
会
開
催

　
　
　
　
　
　
〜
３
年
連
続
で
の
規
模
縮
小
開
催
〜

受賞された皆様、この度は、おめでとうございました。これからもますますお元気で、ご活躍
されますことをお祈り申しあげます。

キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
　
中
ホ
ー
ル

役員功労表彰　小林 益人さん

受賞者代表　左から　
小林 益人さん、丸山　勲さん、森下 幸子さん
 

会員ひとり一会員募集活動功労表彰
森下 幸子さん
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保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
国
で
は
、
経
済
の
回
復
を
図
る
た
め
、

コ
ロ
ナ
と
向
き
合
っ
て
社
会
経
済
活
動

の
維
持
に
努
め
る
よ
う
に
し
て
お
り 

、

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
な
う
な

ど
の
動
き
も
あ
り
、
今
後
の
推
移
に
期

待
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
シ
ル
バ
ー
を
取
巻
く
問
題
は

こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
つ
は

会
員
の
高
齢
化
と
い
う
問
題
。
こ
れ
は
、

企
業
等
の
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
の
義

務
化
、
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き

上
げ
な
ど
が
大
き
な
原
因
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
来
年
度
か
ら
実
施
が
予

定
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
い
え
ば
、
消
費
税
相

当
額
６
千
万
〜
７
千
万
円
を
新
た
に
負

担
す
る
必
要
が
生
じ
る
と
予
想
さ
れ
、

非
常
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
を
取
巻
く
環
境
に
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
時

だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
高
齢
者
が
連
帯

し
て
共
に
働
き
、
助
け
合
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
す
原
点
に
立
ち
戻
り
、
シ
ル

バ
ー
の
魅
力
を
高
め
る
活
動
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
も
、
一
緒
に
な
っ
て

活
動
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

し
た
が
、
第
６
波
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が

ま
ん
延
す
る
等
、
一
昨
年
に
引
き
続
き

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
一
年
と
な

り
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
感
染
予

防
対
策
を
徹
底
し
、
交
流
や
地
域
で
の

活
動
を
推
進
す
る
方
針
で
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
シ
ル
バ
ー
ま

つ
り
や
、
ふ
れ
あ
い
広
場
を
始
め
各
種

事
業
や
講
習
会
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

　
４
年
度
は
社
会
・
経
済
活
動
の
回
復
の

兆
し
も
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
感
染
予

防
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
会
員
の
活

動
や
交
流
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
世
の
中
は
一
変
し
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
も
大
変
厳
し
い
状

況
で
、
事
業
実
績
は
２
年
連
続
し
て
前

年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

事
業
全
体
の
収
益
で
い
え
ば
黒
字
を
確

　
伊
藤
　
亮
二
　
　
小
林
　
益
人

　
武
井
　
勝
美
　
　
樋
口
　
　
浩

　
長
田
　
慶
喜
　
　
松
澤
　
幹
夫

　
降
旗
喜
三
久

　　
中
村
　
　
俊
　
　
宮
下
　
常
雄

　
西
村
　
幸
男
　
　
天
野
　
哲
男

　
須
沢
　
　
清
　
　
丸
山
　
　
勲

　
百
瀬
　
秀
雄
　
　
小
澤
　
裕
司

　
寺
澤
　
憲
一
　
　
滝
沢
　
志
郎

　
平
林
　
家
治
　
　
矢
島
　
清
江

　
小
林
　
眞
吾
　
　
齋
藤
　
　
篤

　
齋
藤
　
兵
一
　
　
赤
広
む
つ
江

　
吉
池
か
ず
子
　
　
青
木
　
忠
一

　
三
沢
　
和
彦
　
　
竹
内
　
　
清

　
平
林
　
保
次
　
　
白
井
　
喜
子

　
西
牧
　
公
江
　
　
輿
　
　
勝
登

　
降
旗
千
枝
子
　
　
塩
原
　
是
則

　
福
島
　
富
夫
　
　
宮
澤
　
守
雄

　
小
澤
　
恵
子
　
　
髙
山
　
光
幸

　
清
沢
　
光
人
　
　
望
月
　
皓
雄

　
中
田
登
美
子
　
　
義
道
　
　
忠

　
大
蔵
　
信
一
　
　
埴
澤
　
　
忠

　
太
田
　
和
夫
　
　
都
竹
　
良
治

　
丸
山
　
誠
一
　
　
迫
田
　
正
夫

　
西
牧
　
正
男
　
　
宮
澤
紀
久
子

　
小
澤
　
成
徳
　
　
柳
沢
　
　
恵

　
後
藤
　
信
夫
　
　
今
井
　
　
孝

　
大
月
　
恵
子
　
　
古
畑
　
明
利

　
奥
原
　
春
男
　
　
小
林
　
行
雄

　
浅
野
　
勝
子
　
　
永
田
　
　
晃

　
折
井
　
良
一

役
員
功
労
表
彰（
敬
称
略
）

令和３年度事業実績

　
５
月
30
日
（
月
）
令
和
４
年
度
定
時

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
未
だ
に

収
ま
ら
な
い
中
、
３
年
連
続
で
の
規
模

を
縮
小
し
て
の
開
催
、
来
年
こ
そ
は
多

く
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
集
う
こ
と
が
で

き
る
総
会
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
総
会
で
は
事
業
実
施
報
告
、
収
支
決
算

報
告
、
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
な
ど
、
議

案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

み
社
会
・
経
済
の
回
復
が
期
待
さ
れ
ま

１. 会員登録数
　　会員数　1,604 人
　　前年比▲８人
２. 就業実績
　◆契約金額　７億 8,880 万円
　　前年比▲255 万円　▲0.3%
　◆契約件数　5,082 件
　　前年比 +65 件　+1.3%
　◆就業延人員　162,568 人日
　　前年比▲631 人▲0.3%

令和３年度収支決算
●経常収益計
　　７億 9,153 万 2,834 円
●経常費用計
　　７億 9,001 万 2,008 円
●当期経常増減額
 152 万 826 円

受 

賞 

の 

喜 

び

受 

賞 

の 

喜 

び

　
会
員
と
し
て
十
数
年
間
、
多
種
多
様
の

就
業
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
都
度
、
新
し
い
知
識
を
習
得
し

な
が
ら
実
感
あ
る
人
生
の
〝
秋
〞
を
歩

い
て
い
ま
す
。

　
本
日
の
会
員
業
績
功
労
表
彰
を
受
け

る
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
で
す
。

　
こ
れ
も
会
員
の
仲
間
の
皆
さ
ん
並
び

に
職
員
の
方
々
の
温
か
い
庇
護
の
た
ま

も
の
と
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
中
で
も
研
ぎ
や
と
し
て
刃
物
砥
ぎ
班

の
立
ち
上
げ
は
「
え
が
お
」
開
設
に
合

わ
せ
て
発
足
し
、
指
南
役
の
方
を
中
心

に
メ
ン
バ
ー
共
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
小
さ
な
労
働
で
も
、
お
客
さ
ん
に
喜

ば
れ
、
そ
こ
に
人
間
同
士
の
関
わ
り
合

い
が
生
ま
れ
、
自
分
が
他
人
の
役
に
立

っ
て
い
る
こ
と
で
、
責
任
と
や
り
が
い

を
覚
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
体
を
動
か

し
、
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。　

会
員
業
績
功
労
表
彰（
敬
称
略
）

表彰おめでとうございます

　
三
沢
　
和
彦
　
　
森
下
　
幸
子

　
上
條
　
　
温
　
　
髙
山
　
光
幸

　
小
林
　
益
人
　
　
百
瀬
　
正
美

会
員
ひ
と
り
一
会
員

　

 

募
集
活
動
功
労
表
彰（
敬
称
略
）

　定時総会の席上、役員として２期４年以上にわたり、センター事業
の運営にご尽力され退任された７名の方の役員功労表彰、就業実績
の他、奉仕活動、地区懇談会にも積極的に参加されるなど、会員とし
てセンター事業の発展に寄与し、その業績が顕著な方53名と、新規
会員を二人以上紹介いただき、会員増の取り組みに功績のあった方
６名の方々が表彰されました

会員業績
功労表彰

丸山　勲さん

青木理事長あいさつ

定時総会の様子

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復

　課
題
の
克
服
を
目
指
し
て

令
和
４
年
度
定
時
総
会
開
催

　
　
　
　
　
　
〜
３
年
連
続
で
の
規
模
縮
小
開
催
〜

受賞された皆様、この度は、おめでとうございました。これからもますますお元気で、ご活躍
されますことをお祈り申しあげます。

キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
　
中
ホ
ー
ル

役員功労表彰　小林 益人さん

受賞者代表　左から　
小林 益人さん、丸山　勲さん、森下 幸子さん
 

会員ひとり一会員募集活動功労表彰
森下 幸子さん

ー 2 ーー 3 ー

広域シルバーまつもと令和4年7月15日広域シルバーまつもと 令和4年7月15日



　昨年に続き、今年も４月 28 日～５月１
日の間、シルバー人材センター事務所前
で野菜苗の販売を行いました。
　シルバーファームを運営する会員の皆さ
んが育てた苗が、今年も多種・多数並び

ました。悪天候の日もあり
ましたが、昨年来の来場者
を含め今年は昨年以上に
大勢の方にお買い求めいた
だきました。

野菜苗販売 今年も盛況

安全･適正就業 強化月間

いつまでも　働く喜び　無事故から
〈 シルバー人材センター安全・適正就業全国統一スローガン 〉

その作業　できると思って気を抜くな
〈 令和３年度松本地域シルバー人材センター安全標語入選作品 〉

　
７
月
は
「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月

間
」
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
は
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高

齢
者
が
、
自
ら
の
人
生
に
、
安
心
し
て

働
く
こ
と
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
得
る

と
と
も
に
地
域
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
11
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

２
年
間
開
催
が
見
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た

ふ
れ
あ
い
広
場
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
ふ
れ
あ
い
広
場
は
「
山
菜
ま

つ
り
」
と
称
し
、
新
鮮
野
菜
と
山
菜
、

さ
ら
に
お
や
き
、
お
こ
わ
や
鉢
花
、
袋

小
物
等
の
販
売
の
他
、
恒
例
の
刃
物
砥

ぎ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
大
好
評
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
の
た
め
待

ち
か
ね
た
人
達
が
大
勢
来
場
さ
れ
、
感

染
対
策
の
た
め
、
ふ
る
ま
い
が
で
き
な

い
代
わ
り
に
用
意
さ
れ
た
山
菜
お
こ
わ

の
お
土
産
な
ど
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
安
全
は
全
て
に

優
先
し
、
事
故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。
事
故
が
発
生
す
れ
ば

本
人
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
一
緒
に
就

業
し
て
い
る
会
員
、
発
注
者
等
に
も

苦
痛
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
安

全
・
適
正
就
業
に
つ
い
て
す
べ
て
の

会
員
が
自
分
の
問
題
と
し
て
と
ら
え

意
識
の
高
揚
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

◆
安
全
へ
の
意
識
向
上
を

　
　
　
　
　
　
　
　安
全
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　齋
藤

　篤

　
六
月
の
半
ば
を
迎
え
、
外
仕
事
は
除

草
班
を
中
心
に
最
盛
期
を
迎
え
て
き
ま

し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
度
は
、
事
故
発
生
防
止

の
た
め
、
３
回
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
・
３
回
の
事
故
発
生
原
因
研
究

（
事
例
検
証
）
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

事
故
の
発
生
は
全
体
で
16
件
、
前
年
よ

り
７
件
減
少
し
ま
し
た
が
そ
の
内
訳
は

賠
償
事
故
が
12
件
・
傷
害
事
故
が
４
件

で
、
賠
償
事
故
が
増
え
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
の
事
故
内
容
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
安
全
委
員
会
年

次
計
画
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
取
り

組
み
が
遅
れ
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
研
修
、
刈
払
い

機
の
取
り
扱
い
講
習
等
に
は
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令和４年度３月末現在

事故の種類

負傷事故

物損事故

４

12

件数事故の内容
傷
害
事
故
賠
償
事
故

草取り作業中に物干し台を移動したところ、
物干しの土台が支柱から抜けて本人の右足に
落下し・右足甲を骨折した。　　その他３件

刈払い機で除草作業時に小石を飛ばして、駐
車中の車の運転席側窓ガラスを破損した。

その他 11件

＜令和３年度松本地域シルバー人材センター事故発生状況＞

前年度も刈払い機による飛び石事故が多く見受けられました。

特
に
全
員
の
抗
原
検
査
を
実
施
し
、
陽

性
者
は
帰
宅
す
る
対
応
で
す
。
結
果
は

全
員
陰
性
で
し
た
が
受
け
入
れ
側
の
予

防
対
策
は
、
今
後
も
持
続
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
第
二
に
「
県
民
割
」
等
が
利

用
で
き
予
算
的
に
割
安
感
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
感

染
終
息
は
し

て
い
ま
せ
ん

が
こ
う
し
た

対
応
で
９
月

の
１
泊
旅
行

を
実
施
し
た

く
考
え
て
い

ま
す
。

　
感
染
症
対
策
で
２
年
間
実
現
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る

旅
行
が
、「
日
帰
り
旅
行
」
と
は
な
り
ま

し
た
が
５
月
18
日
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
国
の
感
染
症
対
策
方
針

が
外
出
緩
和
の
方
向
に
な
り
、
企
画
・
実

施
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
総
勢
22
名
が

参
加
さ
れ
、
南
信
州
の
観
光
地
を
巡
っ

た
の
ち
、
昼
神
温
泉
「
恵
山
」
に
て
ラ
ン

チ
を
楽
し
む
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
へ
の
報
告
と
し
ま
し
て
第
一

に
旅
行
・
バ
ス
会
社
や
寺
社
、
ホ
テ
ル
で

は
予
防
対
策
が
徹
底
し
て
い
ま
し
た
。

ら
「
大
学
図
書
館
の
司
書
の
お
手
伝
い
」

の
紹
介
を
受
け
て
４
月
か
ら
仕
事
に
就

く
事
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
職
場
で

は
初
め
て
体
験
す
る
仕
事
が
多
く
、
と

て
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
働
い
て
い
ま

す
。
先
生
や
学
生
方
と
の
ふ
れ
あ
い
な

ど
を
通
じ
楽
し
く
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

野
菜
作
り
を
し
て
い
る
市
民
農
園
で
は

除
草
の
方
も
会
員
さ
ん
と
の
こ
と
。
農

園
の
方
と
も
シ
ル
バ
ー
人
材
の
話
題
と

な
り
参
加
を
勧
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
よ
り
多
く
の
方
々
が
一
緒
に
社
会
参

加
で
き
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
、
会
社
を
定
年
後
も
引
き
続
き

同
じ
仕
事
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
70
歳

を
前
に
し
て
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
よ
り
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
退
職
し
ま
し
た
。

　
早
速
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

説
明
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
入
会
の
申

込
み
を
済
ま
せ
た
そ
の
日
に
係
の
方
か

～新職員紹介～

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎業務担当
 （剪定業務等担当）
　和泉　真一

◎就業・庶務担当
　小松　千佳

◎庶務担当 係長
　堀　洋一

◎業務担当
 （公共業務等担当）
　百瀬　靖恵

◎事務局長
 （専務理事）
　平林　泉
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全
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業
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局
長

を
拝
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い
た
し
ま
し
た

平
林
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
輩
方
が
築
い
て
き

た
松
本
地
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
歴
史

に
恥
じ
な
い
よ
う
努
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
新
た
に
就
任
し
ま

し
た
職
員
一
同
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
元
気
と
と

も
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
事
務
局
長
あ
い
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つ

新入会員の声新入会員の声

桂川 京子さん
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　昨年に続き、今年も４月 28 日～５月１
日の間、シルバー人材センター事務所前
で野菜苗の販売を行いました。
　シルバーファームを運営する会員の皆さ
んが育てた苗が、今年も多種・多数並び

ました。悪天候の日もあり
ましたが、昨年来の来場者
を含め今年は昨年以上に
大勢の方にお買い求めいた
だきました。

野菜苗販売 今年も盛況

安全･適正就業 強化月間

いつまでも　働く喜び　無事故から
〈 シルバー人材センター安全・適正就業全国統一スローガン 〉

その作業　できると思って気を抜くな
〈 令和３年度松本地域シルバー人材センター安全標語入選作品 〉

　
７
月
は
「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月

間
」
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
は
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高

齢
者
が
、
自
ら
の
人
生
に
、
安
心
し
て

働
く
こ
と
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
得
る

と
と
も
に
地
域
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
11
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

２
年
間
開
催
が
見
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た

ふ
れ
あ
い
広
場
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
ふ
れ
あ
い
広
場
は
「
山
菜
ま

つ
り
」
と
称
し
、
新
鮮
野
菜
と
山
菜
、

さ
ら
に
お
や
き
、
お
こ
わ
や
鉢
花
、
袋

小
物
等
の
販
売
の
他
、
恒
例
の
刃
物
砥

ぎ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
大
好
評
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
の
た
め
待

ち
か
ね
た
人
達
が
大
勢
来
場
さ
れ
、
感

染
対
策
の
た
め
、
ふ
る
ま
い
が
で
き
な

い
代
わ
り
に
用
意
さ
れ
た
山
菜
お
こ
わ

の
お
土
産
な
ど
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
安
全
は
全
て
に

優
先
し
、
事
故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。
事
故
が
発
生
す
れ
ば

本
人
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
一
緒
に
就

業
し
て
い
る
会
員
、
発
注
者
等
に
も

苦
痛
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
安

全
・
適
正
就
業
に
つ
い
て
す
べ
て
の

会
員
が
自
分
の
問
題
と
し
て
と
ら
え

意
識
の
高
揚
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

◆
安
全
へ
の
意
識
向
上
を

　
　
　
　
　
　
　
　安
全
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　齋
藤

　篤

　
六
月
の
半
ば
を
迎
え
、
外
仕
事
は
除

草
班
を
中
心
に
最
盛
期
を
迎
え
て
き
ま

し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
度
は
、
事
故
発
生
防
止

の
た
め
、
３
回
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
・
３
回
の
事
故
発
生
原
因
研
究

（
事
例
検
証
）
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

事
故
の
発
生
は
全
体
で
16
件
、
前
年
よ

り
７
件
減
少
し
ま
し
た
が
そ
の
内
訳
は

賠
償
事
故
が
12
件
・
傷
害
事
故
が
４
件

で
、
賠
償
事
故
が
増
え
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
の
事
故
内
容
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
安
全
委
員
会
年

次
計
画
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
取
り

組
み
が
遅
れ
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
研
修
、
刈
払
い

機
の
取
り
扱
い
講
習
等
に
は
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令和４年度３月末現在

事故の種類

負傷事故

物損事故

４

12

件数事故の内容
傷
害
事
故
賠
償
事
故

草取り作業中に物干し台を移動したところ、
物干しの土台が支柱から抜けて本人の右足に
落下し・右足甲を骨折した。　　その他３件

刈払い機で除草作業時に小石を飛ばして、駐
車中の車の運転席側窓ガラスを破損した。

その他 11件

＜令和３年度松本地域シルバー人材センター事故発生状況＞

前年度も刈払い機による飛び石事故が多く見受けられました。

特
に
全
員
の
抗
原
検
査
を
実
施
し
、
陽

性
者
は
帰
宅
す
る
対
応
で
す
。
結
果
は

全
員
陰
性
で
し
た
が
受
け
入
れ
側
の
予

防
対
策
は
、
今
後
も
持
続
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
第
二
に
「
県
民
割
」
等
が
利

用
で
き
予
算
的
に
割
安
感
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
感

染
終
息
は
し

て
い
ま
せ
ん

が
こ
う
し
た

対
応
で
９
月

の
１
泊
旅
行

を
実
施
し
た

く
考
え
て
い

ま
す
。

　
感
染
症
対
策
で
２
年
間
実
現
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る

旅
行
が
、「
日
帰
り
旅
行
」
と
は
な
り
ま

し
た
が
５
月
18
日
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
国
の
感
染
症
対
策
方
針

が
外
出
緩
和
の
方
向
に
な
り
、
企
画
・
実

施
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
総
勢
22
名
が

参
加
さ
れ
、
南
信
州
の
観
光
地
を
巡
っ

た
の
ち
、
昼
神
温
泉
「
恵
山
」
に
て
ラ
ン

チ
を
楽
し
む
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
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の
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告
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一

に
旅
行
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予
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て
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し
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司
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の
紹
介
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仕
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に
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し
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で
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体
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る
仕
事
が
多
く
、
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て
も
新
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な
気
持
ち
で
働
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す
。
先
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や
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方
と
の
ふ
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あ
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な

ど
を
通
じ
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し
く
感
じ
ま
す
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ま
た
、
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作
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る
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民
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で
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除
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会
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と
の
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と
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も
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の
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が
一
緒
に
社
会
参
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よ
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い
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す
。
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会
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を
定
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も
引
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続
き

同
じ
仕
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を
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き
ま
し
た
。
70
歳

を
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に
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ら
は
地
域
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と
の
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れ
あ
い
の
機
会
を
よ
り
増
や
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い
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い
と
思
い
退
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し
ま
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た
。

　
早
速
、
シ
ル
バ
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人
材
セ
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の

説
明
会
に
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加
し
ま
し
た
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入
会
の
申
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み
を
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せ
た
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の
日
に
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の
方
か
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今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎業務担当
 （剪定業務等担当）
　和泉　真一

◎就業・庶務担当
　小松　千佳

◎庶務担当 係長
　堀　洋一
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◎事務局長
 （専務理事）
　平林　泉

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

 

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
広
場

３
年
ぶ
り
に
開
催

 

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
広
場

３
年
ぶ
り
に
開
催

　
４
月
か
ら
事
務
局
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

平
林
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
輩
方
が
築
い
て
き

た
松
本
地
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
歴
史

に
恥
じ
な
い
よ
う
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た
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に
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一
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、
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

※

配
分
金
の
支
払
い
日
は
、
休
祭

日
・
大
型
連
休
、
年
末
年
始
等
で

変
わ
り
ま
す
。

　
必
ず
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
12
月
18
日
　

　
岸
水
　
隆
雄
　
さ
ん
（
波
田
東
部
）

令
和
４
年
１
月
３
日
　

　
池
上
　
肇
　
　
さ
ん
（
芳
川
）

令
和
４
年
２
月
７
日
　

　
飯
田
　
建
彦
　
さ
ん
（
白
板
）

令
和
４
年
４
月
27
日
　

　
大
丸
　
勝
弘
　
さ
ん
（
庄
内
）

令
和
４
年
５
月
26
日
　

　
草
間
　
敏
雄
　
さ
ん
（
波
田
西
）

令
和
４
年
６
月
８
日
　

　
宮
本
　
敬
夫
　
さ
ん
（
梓
川
倭
）

■
一
斉
奉
仕
活
動

　
　
８
月
下
旬
〜
10
月
中
旬（
各
地
区
）

■
第
15
回
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り

　
　
３
年
ぶ
り
の
開
催
に
向
け
調
整
中

　
　（
時
期
等
は
未
定
で
す
）

■
地
区
懇
談
会

　
　
11
月
下
旬
〜
12
月（
各
地
区
）

■
合
同
地
区
懇
談
会

　
　
１
月
下
旬（
セ
ン
タ
ー
事
務
所
）

（
あ
く
ま
で
も
予
定
で
あ
り
、今
後
の
状

況
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
）

今
後
の
予
定

会
費
納
入
を
コ
ン
ビ
ニ
払
い
で

●配分金支払日●

７月15日（金）
８月15日（月）
９月15日（木）
10月17日（月）
11月15日（火）
12月15日（木）
１月16日（月）

６月分

７月分

８月分

９月分

10月分

11月分

12月分

　
本
来
私
達
は
言
語
に
よ
っ
て
、
社

会
生
活
を
営
ん
で
き
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
感
染
の
主
要
因
と
さ
れ
、

会
話
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
の
為
認

知
症
を
患
う
人
が
増
加
傾
向
に
な
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
歳
児
の
言
葉
を
覚
え
る

能
力
の
未
発
達
が
最
近
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
事
を
踏
ま
え
最
近
私

は
連
れ
合
い
と
の
会
話
を
で
き
る
だ

け
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
何

回
も
聞
い
た
と
冷
た
い
声
が
返
っ
て

く
る
の
も
構
わ
ず
に
。

　
更
に
、
可
能
な
限
り
会
合
に
参
加

し
た
り
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
将

来
の
自
分
の
為
と
信
じ
て
。
シ
ル
バ
ー

に
も
様
々
な
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す

の
で
参
加
す
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
法
を
お
持
ち
で

し
ょ
う
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
健
康
維

持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
　

（
会
報
編
集
委
員
会
　
多
田
井
）

連
絡
先
等
が
変
わ
っ
た
ら

　
　
　

 

事
務
局
へ
ご
連
絡
を

　
皆
さ
ん
の
配
分
金
も
し
く
は
賃
金
か

ら
控
除
で
き
な
か
っ
た
会
員
さ
ん
の
年

会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局
よ
り

コ
ン
ビ
ニ
払
い
の
納
付
書
を
送
付
い
た

し
ま
す
。
振
込
手
数
料
は
セ
ン
タ
ー
で

負
担
の
為
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
負
担

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
会
費
納
入
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
入
会
時
に
会
員
の
皆
さ
ん
よ
り
記

載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
本
人
の

連
絡
先
、
緊
急
連
絡
先
や
ご
住
所
な

ど
、
転
居
等
で
変
更
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
速
や
か
に
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
配
分
金
明
細

等
の
郵
送
物
の
遅
配
や
不
着
な
ど
の

防
止
、
ま
た
各
班
長
さ
ん
か
ら
の
配

布
物
の
お
届
け
を
円
滑
に
す
る
た
め
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　汗
を
か
く
と
体
内
の
水
分

や
塩
分
が
失
わ
れ
、
水
分
補

給
を
怠
る
と
脱
水
に
陥
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
暑
い
日
は

喉
が
渇
く
前
に

水
分
補
給
を
し

ま
し
ょ
う
。

　汗
を
か
く
と
体
内
の
水
分

や
塩
分
が
失
わ
れ
、
水
分
補

給
を
怠
る
と
脱
水
に
陥
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
暑
い
日
は

喉
が
渇
く
前
に

水
分
補
給
を
し

ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
注
意

熱
中
症
に
注
意

　安
全
就
業
に
は
健

康
な
体
と
良
い
体

調
、
健
全
な
精
神
が

必
要
で
す
。
健
康
診
断
を
受
け

て
い
る
方
も
、
普
段
か
ら
健
康

だ
、
ど
こ
も
悪
く
な
い
、
そ
ん

な
必
要
は
な
い
、
と
思
わ
れ
て

い
る
方
も
、
特
定
健
診
を
利
用

し
、
年
に
一
度
は
必
ず
健
康
診

断
を
受
け
て
、
健
康
の
維
持
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

３年ぶりに開催されたふれあい広場
　　　　待ちかねた会員さんたちで大変にぎわいました。

第115号
令和4年7月15日号

（公社）松本地域シルバー人材センター
会報編集委員会

松本市宮渕本村1番10号
TEL.39-6680 FAX.39-7788
URL：https://www.matumoto-sjc.jp/
E-mail：matumoto@sjc.ne.jp

広域シルバーまつもと令和4年7月15日
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